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【#15】達磨さん 原稿 

００００ 

 

 

 

０００６ 

 

 

０００７ 

 

 

 

 

００１３ 

 

 

００１８ 

 

 

 

 

００２７ 

 

 

００２８ 

 

 

００２８ 

 

 

００３２ 

 

 

００３８ 

 

 

００５０ 

 

 

髙橋 

さあ始まりました！トゥルーカラーズチャンネル 

本日のナビゲーターはパックンです。 

 

パックン 

お願いします 

 

髙橋 

よろしくお願いします 

それでは、パックンが今会ってお話をしたい 

トゥルーカラーズゲスト、どんな方なんですか？ 

 

パックン 

それはね、魂の叫びを連発するラッパーです。 

 

髙橋 

ラッパー！ 

それではご紹介しましょう。こちらの方です。 

ラッパーとして活躍されている達磨さんです。 

 

達磨 

よろしくお願いします。 

 

髙橋 

よろしくお願いします。 

 

パックン 

お願いします。 

 

ナレーション 

本日のトゥルーカラーズゲスト ラッパー達磨 

 

中学生の頃より、言葉に詰まったり 

同じ言葉を何度も繰り返してしまったりする吃音症に悩まされてきた２１歳 

 

高校２年生の頃よりラッパーとして活動を始め 
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００５５ 

 

 

 

０１０９ 

 

 

 

０１１６ 

 

 

 

 

 

０１３９ 

 

 

０１４２ 

 

 

０１４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０２１２ 

 

 

０２１４ 

 

 

 

 

０２２３ 

 

自身の吃音症にまつわる体験・その思いを歌った楽曲「音文」は 

YouTubeで４００万回以上再生され、大きな話題に。 

 

 

髙橋 

達磨さんが悩まされてきた吃音症について、 

どういうものなのか教えていただいてもいいですか？ 

 

達磨 

吃音症っていうのは、普通は吃りって言われるんですけど、 

言葉に詰まったり、 

同じ言葉を何度も繰り返してしまったりする症状です。 

日本では、約 100人に１人が発症するって言われているんですけど 

 

パックン 

100人に１人って思ったより全然多いですね。 

 

髙橋 

多いですね 

 

達磨 

そうですね。でもその発症の原因とかメカニズムは全くわかっていなくて。 

なんか普通にすらすらしゃべれる時もあったりするので、 

本当は吃音症じゃないんじゃないかとか、 

たまに言われたりするんですけど、 

結構吃音ってメンタルと深く関わっているっていうふうに言われてて 

普段しゃべれないからうまくしゃべらないと、とか 

吃ったら恥ずかしいって思ったりすると、 

逆に吃りやすくなっちゃったりとか 

 

パックン 

なるほどね。 

 

髙橋 

吃音が出る時は緊張しちゃったりとか、 

何かちょっと例えば人前に立つ時とか、 

そういう時に出やすかったりするんですか？ 

 

達磨 

そうですね。僕の場合だと、すごく電話が苦手で 
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０２４３ 

 

 

 

０２４９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

０３２０ 

 

 

０３２２ 

 

 

０３２６ 

 

 

 

 

０３４１ 

 

 

０３４９ 

 

 

０３５３ 

 

 

 

 

電話って話している人の顔が見えないじゃないですか。 

そうだから、もう言葉で伝えるしかないから、 

喋ることにすごく集中してしまって、 

逆に吃りやすくなってしまって、僕はすごく電話が苦手だったりとか。 

 

パックン 

一番困ったりする場面って何なんですか？ 

うわっこれはきついとか 

 

達磨 

僕がきついと思うのは、 

僕コンビニによく売っているからあげ棒ってあるじゃないですか。 

あれが結構好きなんですけど、 

僕か行とあ行と、それと最近はた行も苦手で、 

そのからあげ棒って「か」から始まるじゃないですか 

で、その「か」がうまく言えなくて、 

からあげ棒じゃない全く違う食べたくもないもの注文をしたりとか。 

 

パックン 

いや、それはきついですね 

 

髙橋 

本当は違うのが頼みたいのにうまく伝わらないっていうのはストレスですよね。 

 

達磨 

そうですね。それで店員さんに吃って笑われたくないから、 

その食べたいものをより頼みやすいもの、言いやすいものを 

頼むようにしてた時もありました。 

 

ナレーション 

そんな彼が、吃音症を自覚したのは中学生の時 

 

とにかく周りにバレないように 

 

 

達磨 

元々小さい頃からちょっと早口で喋っちゃう癖とか 

舌足らずだって言われてたんですけど、 

吃音って言われる程の症状ではなくて。 

でも中学生ぐらいの時にちょっとこれはその喋り方が早口だとか、 
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０４５１ 

 

 

０４５２ 

 

 

 

 

 

０５０８ 

 

 

０５１３ 

 

 

 

０５２５ 

 

 

０５２７ 

 

 

 

 

 

 

０５４８ 

 

 

喋り方に癖があるとか、そういうレベルじゃないなと思って 

ネットで調べてみたんですね。 

そしたら吃音症ってものを見つけて。 

あ、僕はこの吃音症ってやつだったんだって思って。 

で、高校生になってから吃音がちょっとひどくなってきて、 

その当時は自分が吃音っていうことを 

すごく周りに気づかれちゃダメだと思って隠していて 

吃音を隠す方法として、 

例えば言いにくい言葉を違う言葉に言い換えるとか 

例えば課題、学校とかで課題を出すって。 

 

髙橋 

ありますね 

 

達磨 

この「か」もか行でやっぱ言いにくくて 

だから宿題って言ったりとか。 

絶対に完治する障害というか病気とかではないんですけど、 

なんか見えないようにすることはできる障害っていうふうに言われているので。 

 

髙橋 

吃音症で悩んでしまう場面とかって学校とかであったりしました？ 

 

達磨 

はい。学校だと、やっぱり国語の授業とかで 

教科書を一文ずつ読んでいくみたいなってありますよね。 

 

髙橋 

ありますね、丸読み。 

 

達磨 

はい。で、丸読みだと言葉の言い換えとかもできないじゃないですか。 

その文をそのまま読むだけなので。 

だから最初に来る文字が苦手な文字の文とかだと 

あ、ここは当たりたくないなとか思いながら授業を受けているから 

結果、授業の内容があんま頭に入ってこないとか。 

 

パックン 

わあ、でもそれ、先生は 

達磨さんは吃音症だと気づいてくれたりはしなかったんですか？ 
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０５５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０６５６ 

 

 

 

 

０７１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０８０８ 

 

 

 

達磨 

ああ。僕が高校時代の時は 

吃音っていうものの知名度が低かったせいかもしれないんですけど、 

先生も知らなくて、 

高校時代にその先生が僕の吃音を知らないことで、 

ちょっとトラウマになっていることがあって、 

先生が授業中に僕をこの問題わかる人って言って、 

僕が当てられて、で答えようとしたんですけど、 

吃っちゃって答えられなくて、さっき言葉を何回も繰り返して 

しまって、すごく恥ずかしかったんですけど、 

その時に先生が「そんな緊張すんなよ」みたいな感じで 

多分知らないのもあるんですけど、 

悪気があって言ったわけではないと思うんですけど、 

そういう風に言われて、で周りもすごいそれで笑ってっていうのが、 

すごくちょっと精神的にしんどくて、なんか辛かったなっていうのはあります。 

 

パックン 

家族はもちろん、先生と違って、 

毎日の生活の中でいろんな悩み相談とかもし合ってると思いますし 

どういう対応とかされたんですか？ 

 

達磨 

あ、実はその途中、高校生の途中ぐらいまで 

僕の両親は僕が吃音ってことを知らなかったんですよ。 

家族の前では結構リラックスしているのか 

あんまり吃らないんですね。 

さっき言ったようにちゃんとしゃべらなきゃとか、 

そういう気持ちも多分頭にないので、吃りにくくて。 

だからそこをそのしゃべり方何か変じゃない？ 

って言われることもなかったので、僕自身も言うことがなくて。 

でもそのラップを始めて、その後にその取材が来るってなって 

で、ご両親のお話を聞きたいっていうふうに言われて、その取材で。 

って時に取材を頼まなきゃいけないので、 

初めて親に僕はこの吃音症っていうのがあるんだよっていうのを 

カミングアウトしました。 

 

パックン 

へー！そうなんだ 
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０８１１ 

 

 

 

０８２０ 

 

０８２８ 

 

 

０８３２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０９４６ 

 

 

 

０９５３ 

 

 

０９５４ 

 

 

 

１００１ 

 

 

１００３ 

 

 

ナレーション 

親も気づかず、学校で理解を得られることもなく 

一人吃音症に苦しんでいた達磨 

 

中でも一番つらく今も忘れられない出来事があるという… 

 

伝えられなかった言葉  

 

 

達磨 

僕の中で一番トラウマになっているのは、 

僕が高校 2年生の時に、僕、結構おばあちゃんっ子だったんですね。 

で、おばちゃんがその当時末期がんになっていて 

それでもう長くはないよとは言われてたんですけど 

で、それで危篤状態になってしまって 

で、病院に駆けつけた時に、聞こえてるかも分からない状態なんですけど、 

最後に「ありがとう」って言いたかったんですけど、 

普段と違う環境だったりとか、 

やっぱ心臓もバクバクでっていうのもあって 

で、最後まで「ありがとう」が言えなくて 

で、それで結局その最後まで言えないまま亡くなってしまったんですけど、 

それが僕の中では一番吃音でつらかったなっていう。 

 

髙橋 

確かにうまく自分で伝えたい言葉が言葉にできないっていうのは、 

ちょっと苦しいところもやっぱありますよね。 

 

達磨 

はい 

 

パックン 

大好きなおばあちゃんに最後に「ありがとう」って言えなかったっていうのは 

それは辛いですね。 

 

達磨 

はい 

 

ナレーション 

吃音症によるやるせない悲しみ 
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１００７ 

 

１０１２ 

 

１０１９ 

 

１０２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１０１ 

 

 

１１０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１５４ 

 

 

１１５５ 

そんな日々の中で達磨を支えたのは 

 

中学で出会いその魅力に引き込まれたラップだった 

 

ラップとの出会い 

 

達磨 

ラップを知ったのは中学校の時なんですけど、 

最初は聴いてるだけで、 

元々カラオケとかそういう自分で歌ったりすることは好きで、 

吃音を持っている人でも 

歌とかは何かスラスラできるっていう人が結構多くて 

僕自身もそうで。 

で、その時に YouTubeで 

高校生 RAP選手権っていう大会があるんですけど、 

それを見てなんか元々はラップって僕の中でも 

不良とか何かヤンキーとかがやってるようなイメージがあって 

 

パックン 

そうなんですね。 

 

達磨 

あったんですけど。でも何かその当時、 

その YouTubeで見たのは、すごい何か普通の青年同士が 

普通に闘っているバトルで、 

こういう人たちにこんなに格好いいラップができるんだったら、 

僕もできるかもって思って始めてみました。 

やっぱり最初は難しいんですけど 

でもラップだと、普段しゃべれないけどラップだったらスラスラしゃべれて 

それがすごい楽しくて、何か難しいとか、そういうのよりも 

ラップで喋れることが楽しいので、 

それで友達と公園とか、または自分の地元の駅とかで 

友達とサイファーって言ってラップで会話するんですよ。 

即興でフリースタイルでラップで会話するんですけど、 

その普段できない会話をラップなら友達と普通にできるっていう 

 

パックン 

へー！めっちゃ面白そう！ 

 

髙橋 
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１１５７ 

 

 

 

１２０８ 

 

１２１８ 

 

 

１２２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３０７ 

 

 

１３０９ 

 

 

１３１０ 

 

 

１３１０ 

 

 

１３１２ 

 

 

 

 

 

面白い 

 

ナレーション 

そして達磨はラップの魅力に引き込まれていく中で、 

自らも高校生 RAP選手権を目指すようになる。 

 

しかしこの頃の達磨はラップの中で自らの吃音に触れることはなかったという 

 

マイナスを武器に 審査員のアドバイス  

 

 

達磨 

僕 2回目落選した時に、審査員の方から、 

ラップのアドバイスをもらって、 

プロフィールとかで、僕は吃音症があってラップをしてますっていう 

自己 PRを最初に送ってるんですけど、 

吃音症だったら、そのラップの歌詞の中に、吃音のことを入れて 

ラップしてみたら？っていうふうにアドバイスをもらって、 

で、あ、そういうやり方もあるんだって思って、入れてみて、 

3回目オーディションを受けに行ったら、それで合格できて、 

それが僕のラップの初ステージでした。 

 

髙橋 

初めてのステージが高校生 RAP選手権？ 

 

達磨 

はい 

 

パックン 

すごいね。 

 

髙橋 

すごい大舞台で。 

 

達磨 

やっぱりラップっていうのは結構自分のマイナスな 

部分だったり、その家庭環境だったり、病気だったりとか、 

そういうのを歌って勝負する音楽ではあるので、 

僕がずっと苦しんでたマイナスでしかなかった吃音も 

ラップで歌えば武器になるんじゃないかっていうふうに思って 
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１３５１ 

 

 

１３５５ 

 

 

１３５６ 

 

 

 

１４０４ 

 

 

１４０６ 

 

 

１４１３ 

 

 

 

１４２４ 

 

 

１４２７ 

 

 

１４２６ 

 

 

１４２９ 

 

 

１４３０ 

 

 

何かすごくすごくいいなというか。 

たまたま好きになったのがラップで、 

しかも自分の持ってたマイナスを投影できる音楽をたまたま好きになったので、 

すごく運が良かったと思います。 

 

パックン 

それ他人にない武器でもありますよね。 

 

達磨 

はい 

 

パックン 

達磨さんの特徴であって、達磨さんのリアルである 

いやー、その一言アドバイスが大きかったですね。審査員からの 

 

達磨 

大きかったです。 

 

ナレーション 

そして達磨は NHKの番組のライブイベントにも出演。 

 

この時披露したオリジナル楽曲「音文」は 

YouTubeで４００万回再生されるなど、多くの人の胸を打つこととなる 

 

 

パックン 

NHKの番組内でもパフォーマンスしましたね。 

 

達磨 

はい、しました 

 

パックン 

あれ最高ですね。 

 

達磨 

ありがとうございます。 

 

パックン 

あれこそ緊張しなかったんですか？場面として。 
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１４３２ 

 

 

１４３６ 

 

 

 

１４４３ 

 

 

１４４６ 

 

 

 

１４５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５４１ 

 

 

 

 

 

 

 

達磨 

でもすごく緊張しました。 

 

髙橋 

その楽曲「音文」を今回披露してくれるそうです。 

達磨さんよろしくお願いします。 

 

達磨 

はい 

 

ナレーション 

音文 

 

 

拝啓、5年前の僕へ 

現在の僕から過去の自分へ 

話をしていて吃りそうになると 

まあ、いいやと誤魔化す日々ですか？ 

人に吃音がバレるのが恥ずかしいだなんて 

隠して生きてる方がよっぽど恥ずかしい 

ホコリの様に役立たずな物でも 

必死に生きれば誇りになります 

 

吃る事が恥ずかしい情けない 

その感情すら声にならない 

うまく答える事のできない質問等 

周りの人とは違う、俺は吃音症 

自分じゃ無理だと諦めるなすぐに 

逆境の中で生きる事は苦しい 

それでもラップに出会えた事が救い 

ラップで始める腐りきった人生の続き 

 

拝啓、自信を持った僕へ 

現在の僕から過去の自分へ 

音楽も上手くいかず酷くなる吃音 

やっと持てた自信もすぐに折れます 

自分を救ってくれた音楽で 

苦しむくらいなら音楽をやめたいと 

思った僕の心を救ったのは 

やはり音楽でした 
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１６０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６４５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７４９ 

 

 

 

ラップが与えた恵の雨は止み  

溜めた幸せも流れる、せをはやみ 

結果の出ない現状に心が病み 

一寸先どころか目の前が闇 

夢の叶わぬ片目の達磨 

それでも音楽が支えのはずだ 

幸せを沢山、抱えた奴が 

俺の不幸を鼻で笑うな 

 

俺は普通に友達と話したいだけ 

好きな食べ物を普通に注文したいだけ 

神様って奴は取り柄のない俺に 

普通のことすらさせてくれないんだ 

吃った俺を笑ったコンビニの店員 

この野郎、笑いたきゃ勝手に笑ってろ 

お前の馬鹿にした吃音を武器に  

絶対にお前よりも幸せになってやる 

 

拝啓…拝啓、神様っているの？ 

何で俺をこんな目に合わせたの 

ラップならこんなに言葉が溢れるのに 

書き上げた文は読み上げられない 

俺は書いた文の中で韻を踏み出した 

ラップに乗せた文なら音に変わった 

吃音を背負って、どう歩いてくか 

声にならない文章を音楽に変換 

 

拝啓、天国の貴方へ 

今、僕を見てくれていますか？ 

僕が大好きだった貴方が 

死ぬ前にお別れをしたかったけれど 

あの時、吃ってしっかり話せなかった 

言えなかった最後の一言は 

ラップで言うしかないだろう 

今だから言える貴方にありがとう 

 

拝啓、死ぬ前の僕へ 

現在の僕から未来の自分へ 

吃音で良かったと言えますか？ 
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１８２２ 

 

 

１８２４ 

 

 

 

１８３１ 

 

 

１８３２ 

 

 

１８３４ 

 

 

１８３８ 

 

 

 

１８４６ 

 

 

 

 

１８５３ 

 

 

１８５７ 

 

 

 

 

最後にそう思えるならば幸せです 

端から変わらないなら弱さは弱さ 

でも進める道は１つじゃないから 

前から吹いてくる向かい風も 

進む方向を変えれば追い風に変わる 

 

 

パックン 

イエーイ！ 

 

髙橋 

かっこいい。めっちゃかっこいい 

パックンさんどうでした？ 

 

パックン 

最高だね。 

 

髙橋 

めっちゃかっこ良かったですね。 

 

パックン 

歌っているというか訴えてるというか。 

 

髙橋 

言葉がすごいすっと入ってくるというか、歌なんだけど、 

言葉として生きた言葉として入ってくるというか 

 

パックン 

もう内面をむき出しにしているんだね。 

これがアートですよね。 

あら、何か目から何か漏れてる？ 

 

髙橋 

何か出てますね。なんかよく分かんないけど 

 

パックン 

わかる。僕も泣きそうになってるけど。 

多分ラップを持って自分もすごく勇気も強くなったと思うんですけど、 

吃音症に悩んでるみなさんだけじゃなくて 

達磨さんの歌に勇気づけられている方もいっぱいいらっしゃると思うんです。 
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１９１４ 

 

 

１９１６ 

 

 

１９１７ 

 

 

１９２０ 

 

 

 

１９３１ 

 

 

１９３２ 

 

 

１９３３ 

 

 

１９３２ 

 

 

 

 

 

１９５８ 

 

 

２０００ 

 

 

２００２ 

 

 

 

 

 

達磨 

ありがとうございます。 

 

髙橋 

めっちゃかっこよかった 

 

パックン 

どうぞ 

 

髙橋 

拝啓、天国の貴方へという歌詞があったじゃないですか。 

先程話してくださったおばあさまに対しての言葉だったんですか？ 

 

パックン 

ですよね、あれは 

 

達磨 

そうです。 

 

パックン 

あれは素晴らしい。 

 

達磨 

その当時、最後まで言えなかった「ありがとう」っていう言葉を 

ラップなら伝えられると思って、で、やっぱり伝えたいし、 

今でもその時のことを思い出して、「ありがとう」って伝えたいって思って 

歌っています。 

 

髙橋 

ここはもうね、言葉にできない。 

 

パックン 

これ泣けるね 

 

髙橋 

なんて言うか、わかんないですけど、 

全部入ってきちゃうんですよね、達磨さんの言葉が。 

しゃべっちゃダメなんですよね、こういう時って。なんかあの本当に。 
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２０１２ 

 

 

 

 

 

２０２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１０９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１４８ 

 

 

 

 

 

２１５９ 

 

 

 

２２０９ 

 

 

２２１４ 

パックン 

歌い方もそうですね。歌っているんじゃないですよね。 

本当に訴えてるんですよね。 

吃音で良かったと言えますかっていう、この問いかけがありますけど、 

今の達磨さんはどう答えますか？こう聞かれたら。 

 

達磨 

そうですね、難しいんですけど 

でもそれでも良かったって言えると思います。 

僕が吃音じゃなかったら、多分こんなにラップ今していることもないし、 

それこそいろんな人に僕のラップを聴いてもらえることもなかったし、 

それこそこうやって今お二人と 

お話させてもらえることもなかったと思うので、 

すごく吃音症であったからこそラップをここまで続けているし、 

すごく良かったって思いますね。 

 

パックン 

変な話、吃音を特徴、個性にしている達磨さんがいて良かったって 

多分多くの方思っていると思うんですよ。 

ここに吃音のことをしっかり歌っている達磨さんがいるおかげで、 

結構多くの方が救われると思うんですよ。 

で、それは吃音症の方だけじゃなくて、僕みたいに 

共鳴できる、何かを抱えている方は山ほどいると思うんですよ。 

だから吃音で良かったという一言では、片付けることはできないんですけど、 

達磨さんがいて良かったですよ、素晴らしいですよね。 

 

髙橋 

はい。 

そんな吃音症と向き合っている達磨さんですけど、 

これまで経験した、いろんな経験をされた中で 

大事にされている言葉ってありますか？ 

 

達磨 

僕が大事にしている言葉は 

「前から吹いてくる向かい風も、進む方向を変えれば追い風に変わる」です。 

 

ナレーション 

ラッパー達磨のマイトゥルーカラーズワード 

 

達磨 
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２２１９ 

 

 

 

２２２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３５２ 

 

 

２３５３ 

 

 

２３５５ 

 

 

 

 

 

 

２４１３ 

 

「前から吹いてくる向かい風も、進む方向を変えれば追い風に変わる」 

 

髙橋 

その言葉「音文」にもあった歌詞にもあった歌詞ですよね。 

どういった想いが込められているんですか？ 

 

達磨 

僕自身、その昔は自分の吃音をやっぱり辛いこともあったので、 

マイナスとだけ捉えていたんですけど、 

現在見ている方向からだと 

マイナスにしか見えないことも、見方を少し変えると、 

もしかしたらプラスに見えてくることもあるんじゃないかなって思っていて 

僕もやっぱりその吃音症を題材にしてラップしてるので、 

一時期はその吃音症ラッパーっていうふうに呼ばれて 

吃音症だから、テレビ呼ばれたりとかしているんだろうみたいなふうに 

ディスられることもあったんですけど、 

それで僕もちょっとモヤモヤしたりしたんですけど 

でもその吃音のおかげで届けられた言葉もたくさんあるし、 

吃音があったからできた出会いとかもたくさんあるので、 

なんか今はそういうプラスの面もいっぱいあったなって思います。 

吃音だけじゃなくて、生きていればマイナスだなと感じてしまうことは 

たくさんあると思うんですけど 

でも人はそういう風に見方を変えることで、 

何かマイナスをプラスに変えることができるんじゃないかなって思います。 

 

パックン 

いいですね。 

 

髙橋 

その通りですね、本当に。 

 

パックン 

ね。素晴らしいですよね。 

世界を、向かい風から追い風の方に世界を変えようとしている。 

この先もたくさん頑張っていただきたいと思います。 

どうでしたか高橋さん。 

どれくらいぶりに泣いたんですか？ 

 

髙橋 

え？ 
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２４１３ 

 

 

２４１４ 

 

 

 

 

 

 

２４３３ 

 

 

２４３４ 

 

 

２４３５ 

 

 

２４４０ 

 

 

 

 

 

２５０１ 

 

 

２５０２ 

 

 

２５０２ 

 

 

 

２５０６ 

 

 

２５０９ 

 

パックン 

どれくらいぶりに泣いたんですか？ 

 

髙橋 

私プライベートとか、こういうお仕事とかで泣くことあんまりないので、 

なんかこんなに言葉で揺さぶられるというか、 

パワーをもらうことって本当にすごいなって 

改めて言葉の力でもすごく感じました。 

すごく新しい経験をさせてもらいました。ありがとうございます。 

 

達磨 

こちらこそありがとうございます。 

 

パックン 

ありがとうございました。 

 

髙橋 

達磨さんにもたくさんお話聞かせていただいたんですけど、いかがでしたか？ 

 

達磨 

こうやってさっき歌った「音文」とかも 

吃音じゃない人とかにも何か伝わってほしいメッセージ性とかを 

考えて歌っているので、何かそういうのが少しでも伝わったような気がして、 

すごく嬉しかったです。 

 

パックン 

伝わってますよ。 

 

髙橋 

伝わってます 

 

パックン 

バッチリ伝わってますよ。 

二人とも泣いて証明してますからね。 

 

髙橋 

刺さった証拠です。ありがとうございます。 

 

パックン 
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２５１０ 

 

 

２５１１ 

 

 

２５１４ 

 

 

２５１５ 

 

ありがとうございました。 

 

達磨 

ありがとうございました。 

 

髙橋 

それではまた、次回お会いしましょう。 

 

パックン 

さよなら 

 

髙橋 

バイバーイ 

 

 


